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　来年度から小国小学校に統合となる玉川小学校の運動
会が、9月13日、同校の体育館で行われました。
　この日は、雨天のため屋内での開催となりましたが、
全校児童 8名と教職員、保護者、地域のかたが協力し合
い大会を盛り上げ、思い出に残る運動会となりました。



自主財源（町が自主的に収入することができるもの）

18億727万6千円　32.0％（△10.2％）

■町税　19.5％
11億253万4千円（△18.5％）

■財産収入　0.3％
1,404万7千円（△18.7％）

■繰入金　1.8％
1億148万円（△14.1％）

■使用料・手数料　1.7％
9,349万3千円（△9.6％）

■諸収入　1.3％
7,376万円（＋39.0％）

■その他　7.5％
4億2,196万2千円（＋16.1％）

依存財源（国や県の意志決定を受けて収入されるもの）
38億4,347万6千円　68.0％（△2.1％）

■地方交付税　45.5％
25億7,225万7千円（△7.2％）

■国庫支出金　7.7％
4億3,480万円（＋123.3％）

■町債　7.2％
4億920万円（△23.7％）

■県支出金　3.8％
2億1,210万8千円（＋10.5％）

■その他　3.8％
2億1,511万１千円（△8.4％）

※（　）内数値は対前年度比
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歳
入
額
は
前
年
比
四
・
八
％
の

減
、
歳
出
額
は
前
年
比
三
・
四
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

歳
入
と
歳
出
と
の
差
し
引
き
額
は

二
億
七
千
二
十
五
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、
世

界
的
な
経
済
不
況
の
影
響
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
対
前
年
度
比
一

八
・
五
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
標
準
的
な
行
政
運
営
の
た
め
に

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

は
、
対
前
年
度
比
七
・
二
％
の
減

と
な
り
、
平
成
元
年
以
降
最
も
少

額
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金

は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
、

地
域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
交

付
金
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
、
定
額
給
付
金
給
付

事
業
費
補
助
金
、
子
育
て
応
援
特

別
手
当
交
付
金
等
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
一
二
三
・
三
％
の
大
幅
増

と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
経
費
削
減
に
努
め
る
一
方
、

町
内
経
済
、
雇
用
対
策
を
最
重
要
課

題
に
位
置
付
け
な
が
ら
、
各
種
ま
ち
づ
く
り

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
月
は
、

平
成
二
十
年
度
の
決
算
報
告
を
基
に
、
町
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈構成比〉



義務的経費
24億2,691万8千円　45.0％（△6.1％）

■人件費　16.6％
8億9,427万3千円（△6.6％）

■扶助費　8.3％
4億4,728万4千円（＋2.6％）

■公債費　20.1％
10億8,536万1千円（△8.9％）

投資的経費

■投資的経費　7.9％
4億2,705万3千円（△7.6％）

その他経費
25億2,653万1千円　47.1％（0.0％）

■物件費　12.6％
6億7,859万3千円（△0.4％）

■維持補修費　5.0％
2億6,926万6千円（△27.7％）

■補助費等　18.4％
9億9,093万円（＋21.2％）

■繰出金　8.5％
4億5,310万4千円（＋5.3％）

■積立金　1.7％
9,203万6千円（△54.4％）

■出資・貸付金　0.8％
4,260万2千円（＋90.9％）

※（　）内数値は対前年度比
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義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費

は
、
一
般
職
員
数
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
六
・
六

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
社
会

保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
、
法

令
に
基
づ
き
妊
婦
や
児
童
、
高

齢
者
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
扶
助

費
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

率
が
向
上
し
た
こ
と
、
妊
婦
検

診
の
公
費
負
担
回
数
を
拡
大
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
比
二
・
六
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
公
債
費
（
町
の
借
入
金

の
償
還
金
と
利
子
の
合
計
額
）
は
、

平
成
九
年
度
に
発
行
し
た
地
域

総
合
整
備
事
業
債
の
償
還
が
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
対
前
年
度

比
八
・
九
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の
社

会
資
本
整
備
を
行
う
投
資
的
経

費
で
は
、
小
国
町
森
林
組
合
に

よ
る
木
質
チ
ッ
プ
生
産
施
設
整

備
を
支
援
し
た
森
林
資
源
活
用

施
設
整
備
支
援
事
業
、
携
帯
電

話
通
話
エ
リ
ア
の
拡
大
を
図
る

移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視

木質チップ生産施設（伊佐領地内）

地上デジタル放送受信施設（新原地内）

〈構成比〉



聴
地
域
解
消
を
図
る
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
受
信
施
設
整
備
支
援

事
業
等
の
新
規
事
業
を
実
施
し

た
ほ
か
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

二
台
を
更
新
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
斎
場
整
備
事
業
、
町
道
栃

倉
焼
山
線
道
路
整
備
工
事
等
、

終
了
し
た
こ
と
や
災
害
復
旧
事

業
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

対
前
年
度
比
七
・
六
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
、
道

路
や
公
共
施
設
の
維
持
に
用
い

ら
れ
た
維
持
補
修
費
は
、
平
成

二
十
年
度
は
少
雪
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
対
前
年
度
比
二

七
・
七
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
団
体
や
民
間
等
に
交

付
さ
れ
る
補
助
費
等
は
、
定
額

給
付
金
給
付
事
業
、
子
育
て
応

援
特
別
手
当
給
付
事
業
の
ほ
か
、

原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
農
家
負

担
の
軽
減
と
持
続
的
な
経
営
を

図
る
農
業
経
営
緊
急
支
援
対
策

事
業
費
補
助
金
等
に
よ
り
、
対

前
年
度
比
二
一
・
二
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
積
立
金
で
は
、
新
た
に
学
校

建
設
基
金
を
新
設
し
た
ほ
か
、

除
雪
対
策
基
金
に
積
み
立
て
を

行
い
ま
し
た
。

　
団
体
等
へ
の
出
資
や
貸
付
を

行
う
出
資
・
貸
付
金
は
、
生
活

支
援
の
た
め
貸
付
金
制
度
を
新

設
し
た
緊
急
生
活
支
援
資
金
貸

付
事
業
等
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
九
〇
・
九
％
の
大
幅
増
と
な

り
ま
し
た
。

　
世
界
同
時
不
況
へ
の
対
応
と

し
て
、
町
は
、
緊
急
景
気
・
雇

用
対
策
本
部
を
設
置
し
、
総
合

窓
口
機
能
の
強
化
や
離
職
者
向

け
役
場
臨
時
職
員
の
採
用
、
緊

急
生
活
支
援
貸
付
金
制
度
の
三

つ
を
柱
と
し
た
生
活
支
援
策
を

展
開
し
た
ほ
か
、
国
の
施
策
に

先
行
し
て
、
各
種
景
気
浮
揚
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　
燃
料
や
資
材
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
農
業
生
産
コ
ス
ト
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援

や
、
公
共
施
設
や
町
道
な
ど
の

修
繕
・
改
修
の
ほ
か
、
町
内
消

費
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
町
商

工
会
の
プ
レ
ミ
ア
ム
買
い
物
券

発
行
事
業
な
ど
に
も
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
バ
レ
ン

ト
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
に
対
し
て
、

工
業
用
水
道
利
用
確
保
の
た
め

の
支
援
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
対
策
に
町
で

は
、
平
成
二
十
一
年
度
繰
越
事

業
を
含
め
、
二
億
三
千
百
二
十

三
万
円
の
予
算
を
計
上
し
、
平

成
二
十
年
度
は
一
億
七
百
七
十

六
万
円
を
執
行
し
ま
し
た
。
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次期総合計画策定事業

移動通信用鉄塔施設整備事業

地上デジタル放送受信施設整備支援事業

木質バイオマスエネルギー導入事業

1,494

9,783

6,510

67,837

森林病害虫等防除事業

プレミアム買物券発行事業費補助金

工業用水道利用確保助成

森林資源活用施設整備支援事業

飯豊山麓交流ゾーングランドデザイン検討事業

緊急生活支援資金貸付事業

農業経営緊急支援対策事業費補助金

水田農業構造改革事業

2,404 

3,000 

30,000 

62,564 

3,537 

10,200 

3,678 

10,511 

町道若山金目線道路整備事業

町道長者原内川線道路整備事業

町道幸町６号及び７号線流雪溝有蓋化工事

町道小坂町１号線側溝整備工事

除雪機械購入

火災警報器設置促進事業

13,341 

39,035 

1,842 

3,568 

57,787 

1,620 

定額給付金給付事業（平成 20 年度執行分）

子育て応援特別手当給付事業（平成 20 年度執行分）

特別保育事業

あったか灯油券交付事業

母子保健事業

97,102 

2,394 

13,921 

3,601 

3,245 

スクールバス運行事業

白い森古典芸能ふれあい事業

体育施設整備事業（ふれあいの家改修含む）

8,852 

600 

7,516 

（単位：千円）



　
企
業
会
計
と
は
、
独
立
採
算

の
原
則
に
た
っ
て
、
歳
入
で
歳

出
を
ま
か
な
い
、
事
業
展
開
を

図
る
も
の
で
す
。
病
院
事
業
会

計
で
は
、
町
立
病
院
の
経
営
の

効
率
化
、
予
防
医
療
の
拡
充
を

図
る
「
小
国
町
立
病
院
改
革
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
事
業

を
行
う
た
め
一
般
的
な
歳
入
・

歳
出
と
区
別
し
て
経
理
し
て
い

る
会
計
で
す
。
平
成
二
十
年
度

は
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
を
新
設

し
ま
し
た
。

　　
平
成
二
十
年
度
の
町
の
財
政

状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

各
会
計
別
の
資
金
不
足
は
な
く
、

実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担

比
率
と
も
、
昨
年
度
よ
り
も
改

善
し
、
い
ず
れ
の
指
標
に
お
い

て
も
、
財
政
悪
化
の
判
断
基
準

に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
今
後
も
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
、
行
財
政
改
革
等
に
取

り
組
み
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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病院事業収益
病院事業費用
　※外来患者　41,930 人　入院患者　16,126 人

８億８,６５５万円
１０億 　　５７万円

老健施設事業収益
老健施設事業費用
　※施設入所者　　 15,613 人　短期入所者  1,460 人
　　通所リハ利用者   4,831 人　居宅支援　　 464 人

２億８,４６８万円
２億９,０９４万円

水道事業収益
水道事業費用

１億 　６１０万円
６,０７８万円

水道事業収益
水道事業費用

８,６６５万円
８,５４５万円

収　入
支　出

４,４７４万円
１,６１３万円

収　入
支　出

９億１,７６４万円
８億４,２２２万円

収　入
支　出

１億２,０６４万円
２２７万円

収　入
支　出

１億 　９４４万円
１億１,４２７万円

収　入
支　出

３億９,３６８万円
３億８,８８１万円

収　入
支　出

１億１,０７４万円
６,４０６万円

収　入
支　出

８億６,８４７万円
８億３,８７８万円

収　入
支　出

８,６８１万円
８,４４９万円

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示

（単位：％）（単位：％）

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示
※参考として、黒字の比率を（　）内にマイナス表記

水 道 事 業 会 計

町の健全化判断比率 15.7 120.3

25.0 350.0

35.0

15.00 20.00

20.00 40.00

実質赤字
比 率

連結実質
赤字比率

－
（－5.84）

－
（－56.62）

実質公債
費 比 率

将来負担
比 率

区 分

早 期 健 全 化 基 準

財 政 再 生 基 準

会 計 資金不足比率

－

－

－

－

－

－

経営健全化基準

20.0

工業用水道事業会計

病 院 事 業 会 計

老人保健施設事業会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計
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第
七
回
小
国
町
議
会
定
例
会
が
、

九
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
八
億
百
四
十
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

六
十
三
億
七
千
六
百
三
十
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
「
地
域
活
性
化
・
公
共

投
資
臨
時
交
付
金
」
制
度
を
活

用
し
、
町
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ

バ
網
を
整
備
す
る
「
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
推
進
事
業
」
と
、

光
フ
ァ
イ
バ
網
を
活
用
し
た
携

帯
電
話
用
基
地
局
を
設
置
す
る

「
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事

業
」
の
二
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
全
域
で
光

フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
整
備

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
９

地
域
で
携
帯
電
話
の
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
携
帯
電
話
用

基
地
局
は
、
徳
網
、
金
目
、
玉

川
中
里
、
足
野
水
、
市
野
沢
、

足
水
中
里
、
樽
口
、
河
原
角
、

白
子
沢
各
地
区
に
設
置
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
字
小
玉
川
地
内
に

整
備
を
進
め
て
き
た
移
動
通
信

用
鉄
塔
施
設
が
本
年
八
月
に
完

成
し
た
こ
と
か
ら
、
使
用
許
可

の
手
続
き
や
分
担
金
の
徴
収
等

に
つ
い
て
定
め
た
「
小
国
町
移

動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設
置
及

び
管
理
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

エ
ヌ
テ
ィ
ー
テ
ィ
ド
コ
モ
、
ケ
ー

デ
ィ
ー
デ
ィ
ー
ア
イ
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
モ
バ
イ
ル
の
三
社
が
本
施
設

を
使
用
し
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
国
内
で
発
生
が
確

認
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ザ

対
策
と
し
て
、
五
月
十
八
日
に

町
長
を
本
部
長
と
し
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設

置
し
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
や

相
談
窓
口
の
設
置
、
各
種
公
共

施
設
等
へ
の
手
指
消
毒
液
の
設

置
な
ど
、
町
民
生
活
の
不
安
解

消
と
生
命
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
て
き
て
い

ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
流
行
の
拡
大

が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対

策
と
し
て
、
マ
ス
ク
・
手
指
消

毒
液
を
早
期
に
備
蓄
す
る
た
め

の
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
保
育
施
設
、
老
人
保
健

施
設
、
教
育
施
設
等
の
公
共
施

設
に
備
え
付
け
、
感
染
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
臨
時
職
員
の
雇
用
枠
を
拡
大

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
十
月
か
ら
新
た
に
十

三
名
の
方
を
雇
用
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
「
白
い
森
お

ぐ
に
」
で
の
観
光
案
内
業
務
等

を
観
光
協
会
に
委
託
し
、
案
内

機
能
の
充
実
と
、
さ
ら
な
る
雇

用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
北
部
小
学
校
の
配
電
盤
修
繕

を
行
う
ほ
か
、
小
学
校
三
校
、

中
学
校
一
校
の
暖
房
機
器
交
換

と
劣
化
し
て
い
る
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
の
電
話
、
電
気

設
備
を
改
修
し
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
の
森
横
根
森
林

学
習
館
及
び
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
補

修
を
行
う
ほ
か
、
経
年
劣
化
に

よ
り
設
備
の
改
修
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
温
水
プ
ー
ル
の
配
管

に
つ
い
て
詳
細
調
査
を
実
施
し
、

計
画
的
な
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
教
育
委
員
の
九
月
三
十
日
で

任
期
が
満
了
す
る
人
事
案
件
が

提
案
さ
れ
、
引
き
続
き
佐
藤
哲

之
氏
（
岩
井
沢
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

本年8月に大字小玉川地内に完成した移動通信用鉄塔施設
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第
四
十
五
回
小
国
町
高
齢
者

顕
彰
式
が
、
九
月
十
五
日
、
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
喜
寿
五
十
六
人
、
米

寿
二
十
一
人
の
計
七
十
七
人
の
か

た
が
出
席
。
町
長
が
お
祝
い
を
申

し
上
げ
、
町
か
ら
の
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
、
小
国
歌
謡
会
が
民
謡

な
ど
を
、
お
ぐ
に
保
育
園
園
児
ら

は
踊
り
を
披
露
し
、
出
席
者
は
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
長
・

東
北
管
区
警
察
局
長
連
名
の
防
犯
功

労
者
に
塚
原
哲
司
さ
ん
（
舟
渡
）
が

選
出
さ
れ
、
九
月
八
日
、
町
長
か
ら

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
塚
原
さ
ん
は
、
平
成
四
年
か
ら

平
成
二
十
年
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、

町
防
犯
協
会
沖
庭
支
部
長
を
務
め
、

地
域
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
塚
原
さ
ん
は
、
「
こ
れ
か
ら

も
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
側

面
か
ら
協
力
し
た
い
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
小
国
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
反
射
材

贈
呈
式
が
、
九
月
十
七
日
、
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
国
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
鈴
木
正

昭
会
長
は
「
地
域
の
要
望
に
応
じ
た

社
会
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
反

射
材
を
贈
呈
し
ま
す
。
子
ど
も
達
、

お
年
寄
り
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
贈
呈
さ
れ
た
反
射
材
は
、
街

頭
で
の
啓
発
活
動
の
ほ
か
、
町
内
の

各
小
学
校
を
通
し
、
全
児
童
に
配
布

さ
れ
る
予
定
で
す
。
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九
月
二
十
六
日
に
開
会
す
る
「
ト

キ
め
き
新
潟
国
体
」
に
、
小
国
町
在

住
の
二
名
の
選
手
が
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
に
は
飯
豊
少

年
自
然
の
家
に
勤
務
し
て
い
る
舟
山

紗
智
さ
ん
（
若
山
）
が
、
ラ
イ
フ
ル

競
技
に
は
南
陽
高
校
三
年
の
木
村
尚

弥
さ
ん
（
小
国
町
）
が
出
場
し
て
い

ま
す
。

　
舟
山
さ
ん
は
「
二
年
ぶ
り
の
国
体

出
場
に
な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
を
新

た
に
自
分
の
力
を
出
し
切
り
ま
す
」
と
、

ま
た
木
村
さ
ん
は
「
今
回
が
高
校
生

活
最
後
の
大
会
に
な
り
ま
す
。
今
ま

で
育
て
て
も
ら
っ
た
か
た
が
た
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
精
一
杯

頑
張
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
力
強
く

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

第
一
回
食
農
体
験
学
習
講
座
が
、

九
月
四
日
、
大
字
東
原
地
内
の

ほ
場
で
行
わ
れ
、
二
十
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域

で
と
れ
る
農
産
物
や
地
域
の
食

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
町
地
産
地
消
推
進

協
議
会
と
連
携
し
、
野
菜
づ
く

り
や
郷
土
料
理
な
ど
、
年
４
回

の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
母
ち
ゃ
ん
市
場
の

か
た
が
た
が
講
師
を
務
め
、
減

農
薬
に
よ
る
秋
野
菜
の
植
え
付

け
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

舟 山 紗 智さん
（若山）

木 村 尚 弥さん
（小国町）

　
町
で
は
、
平
成
二
十
年
度
よ

り
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
と
町
民
の
循
環

型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
普
及
定

着
を
図
る
た
め
、
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
設
置
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
引
き
続
き
、
次
の

と
お
り
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者
　
町
内
に
居
住
す
る

か
た
、
町
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
団
体
や
事
業
所
※
町

税
に
未
納
が
な
い
か
た

■
助
成
額
　
設
置
経
費
の
三
分

の
一
以
内
で
上
限
十
万
円

■
申
請
方
法
　
10
月
１
日
㈭
か

ら
30
日
㈮
ま
で
に
担
当
課
あ

て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
予
算
額
を
超

過
し
た
場
合
は
、
抽
選
に
て

対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
産
業
振
興
課
農
林

振
興
室
へ

　２学期から、小国高校のＡＬ

Ｔ（英語指導助手）としてジェ

ニー・ブイさんが勤務しています。

ジェニーさんは、

「小国は静かで美しい町、そこに

暮らす人々もとても親切です。

英語で会話ができることは、将

来、とても役に立つことだと思

います。生徒達が楽しく英語が

学べるよう支援していきたいです」

と話してくれました。
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　本町教育における、今後の望ましい文
教施設のあり方などをテーマとした「小
国町文教地区整備基本構想」の策定に向
けて、町民の方々からの幅広いご意見を
いただく「町民懇談会」を開催いたします。
　委員は、関係機関、団体等から選出す
るほか、一般から公募します。希望され
るかたは、次によりお申し込みください。

■募集期間　10 月1 日（木）～ 15 日（木）

■募集人数　3 人

■募集対象
①小国町内に在住するかた
②平成21年10月１日現在で20歳以上

のかた
③平成21年10月から平成22年2月まで

の間に開催する会議に出席できる
かた（2～3回の会議を予定）

■応募方法
　所定の応募書に必要事項を記入し教
育委員会事務局まで提出または郵送し
てください。応募書は教育委員会事務
局で配布するほか町のホームページか
らもダウンロードできます。

■問合先　教育委員会事務局へ

　住民、地域づくり関係者、行政関係者等が集い、
農山漁村の魅力と底力を守り、高めるための方策
を模索しながら、新しい「過疎」の姿を考えます。
　参加を希望されるかたは、10 月 30 日（金）ま
で下記担当までお申し込みください。

■日時と内容

　11月8日（日）
　14:00 ～　　　   ワークショップ受付
　15:00 ～ 17:00　ワークショップⅠ
　17:30 ～ 18:00　ビデオ上映会
　　　　　　　　　「雪稜に熊を狩る」ほか
　11月9日（月）
　  9:00 ～ 10:30　ワークショップⅡ
　10:00 ～　　　　基調講演等、聴講受付
　11:00 ～ 11:10　開会行事
　11:10 ～ 12:30　基調講演

「自然の多様性は未来の可能性」
〈講師　C.W. ニコル氏〉

　13:10 ～ 13:20　ワークショップ結果発表
　13:20 ～ 14:40　セッションⅠ
　　　　　　　 「集落支援の可能性」
　14:50 ～ 16:10　セッションⅡ
　　　　　　　 「地域資源の活用による
　　　　　　　　地域活動の展開と集落活性化」
　16:10 ～ 16:20　閉会行事

■申込・問合先　総務企画課政策企画室へ

　
平
成
二
十
一
年
度
地
価
調
査

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
小
国
町

に
関
す
る
も
の
は
、
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　
地
価
調
査
と
は
、
県
内
全
市

町
村
を
対
象
と
し
て
、
各
地
域

で
基
準
と
な
る
土
地
価
格
を
公

表
し
、
土
地
を
売
買
す
る
際
の

目
安
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

基 準 値 の 所 在

兵庫舘一丁目6番11号

緑町三丁目9番1

兵庫舘三丁目5番18他3筆

小国小坂町字八木沢三125番地

10,800

20,000

11,100

50,000

11,000

20,200

12,100

50,500

－1.8

－1.0

－8.3

－1.0

当年価格
（円／㎡）

前年価格
（円／㎡）

変動率
（％）



10

北部駐在所で「かかりつけお巡りさんホットライン」が開始

　県警の「かかりつけお巡りさんホットライン」
が、9月14日からスタートし、小国警察署で
携帯電話貸与式が行われました。
　このホットラインは、携帯電話を通じて住民
の困りごとや悩みごとを相談できるもので、
駐在所が不在の場合でも連絡ができる環境を
つくるために始められたものです。
　北部駐在所の「かかりつけお巡りさんホット
ライン」は、080－1690－2503です。
（緊急の事件、事故は、110番へ）

あふれる熱気

～小国警察署～

～コバレントマテリアル㈱奉納相撲大会～

～舟渡獅子踊り～

　コバレントマテリアル㈱奉納相撲大会が、9
月11日、同社相撲場で開催されました。
　稲荷神社の祭りにあわせて行われるこの大
会では、同社の各職場から選ばれた若手選手
が出場し、個人戦と団体戦が行われました。
　選手の繰り出す技の数々に、たくさんの声
援が飛び交い、会場は大きな熱気に包まれて
いました。

受け継がれる伝統行事
　舟渡獅子踊りが、9月13日、舟渡地区活性化セ
ンターで行われました。
　700年以上前、豊作の神として崇められている
沖庭神社が建立されたころからはじまったとされ
るこの獅子踊りは、戦時中は中断したものの、昭
和22年に復興され、以来64年間地域のかたがた
によって受け継がれてきています。
　この日は、雨天のため、屋内での開催となりま
したが、力強い3頭の獅子の舞いや色鮮やかな衣
装をまとった太鼓打ちの演技に、会場から大きな
拍手が送られていました。

小国警察署長から北部駐在所安達淳巡査部長に
携帯電話が手渡されました。

多くの好取組が展開された相撲大会

置賜系といわれる3頭立ちの獅子踊り
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タカキビで焼酎を
　小国町商工会では、新商品づくりと
して、本年度、小国産のタカキビで焼
酎をつくる取り組みを進めています。
　タカキビの生産は、町内の農業者団
体と連携して進めてきています。9月9
日から始まった収穫作業には、こだわり
農業研究会（松原寅四郎代表）のかた
がたなど、約23名が参加し、重く穂を
垂れたタカキビを一本ずつ丁寧に刈り
取っていました。
　今回収穫されたタカキビは、酒造業
者に出荷され、来年 6月頃には製品化
される予定となっています。

■応募方法　「焼酎の名前・名前の由来や想い」
と住所･氏名・連絡先・年齢をご記入の上、
小国町商工会までお届けください。（FAX、
Eメール可）ただし、未成年のかたは、保
護者名もお書きください。採用された方に
は新商品（焼酎）をプレゼント致します。

■受付期間　10月1日（木）～15日（木）

■問合先　小国町大字小国町163　ショッピ
ングセンターアスモ3F 小国町商工会

　電話：62－4146　 FAX：62－4156
　e-mail：oguni@shokokai-yamagata.or.jp

★なお、Eメールでご応募の際は件名を「焼
酎ネーミング応募」として下さい。

　たくさんのご応募お待ちしております！！

～農商工連携で新商品づくり～

商工会青年部と農業者団体での植え付け作業（6/15）

無農薬で育てられたタカキビの収穫（9/9）

　
小
国
町
商
工
会
青
年
部
長
の

貝
沼
繁
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
「
町
商
工
会
で
は
、
地
域
資
源

∞
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
雑
穀
焼
酎
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
雑

穀
の
生
産
は
、
お
ぐ
に
五
穀
の

会
や
こ
だ
わ
り
農
業
研
究
会
、

い
の
ち
の
ア
ト
リ
エ
な
ど
町
内

の
農
業
者
団
体
の
皆
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
き
て
お
り
、
今
後
は
焼
酎
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
や
ラ
ベ
ル
の
制
作

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
雑
穀
焼
酎
を
軌
道
に
乗

せ
て
、
町
の
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小
国
町
商
工
会
青
年
部

〜
雑
穀
焼
酎
で
地
域
活
性
化
〜

さ
ん

貝

沼

繁

夫

雑穀焼酎のネーミング募集！
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■
職
種
及
び
人
員

　
看
護
師
若
干
名

■
受
験
資
格

　
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
か
た
で
、
看
護
師
の

資
格
を
有
す
る
か
た
（
平
成

22
年
度
３
月
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）

■
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

　
10
月
５
日
㈪
〜
23
日
㈮
役
場
総

務
企
画
課
で
受
付
け
ま
す
。（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
）

■
試
験
日
及
び
会
場

　
11
月
29
日
㈰
小
国
町
役
場

■
試
験
内
容
　
一
般
教
養
試
験
、

職
場
適
応
性
検
査
、
看
護
師

適
正
検
査
、
作
文

■
問
合
先
　
総
務
企
画
課
行
政
管

理
室
へ

■
小
坂
町
団
地

　
３
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

▼
対
象
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
家
賃
　
所
得
と
家
族
構
成
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

■
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　
２
Ｋ
　
　
２
戸

　
家
賃
　
　
三
万
三
千
円

■
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅

　
３
Ｄ
Ｋ
　
２
戸

　
家
賃
　
　
四
万
二
千
円

▼
対
象
　
小
坂
町
・
岩
井
沢
と
も

に
、
町
内
の
事
業
所
に
お
勤

め
の
か
た

■
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限
　
10
月
９
日
㈮

■
入
居
時
期
　
10
月
下
旬
以
降

■
問
合
先
　
地
域
整
備
課
　
建
設

管
理
室
へ

■
日
　
時
　
10
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
集
合
場
所
　
小
国
町
役
場
東
側

駐
車
場

■
内
　
容
　
小
国
側
か
ら
関
川
村

側
へ
の
大
里
峠
越
え
、
大
里

鍋
を
囲
ん
で
の
交
流
会

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
山

頂
に
奉
納
す
る
折
鶴

■
申
込
期
限
　
10
月
９
日
㈮

■
申
込
・
問
合
先
　
地
域
整
備
課

建
設
管
理
室
へ

■
期
　
日
　
11
月
21
日
㈯

■
対
象
者
　
町
内
の
親
子
15
組

　
※
大
人
の
み
の
参
加
も
可

■
参
加
費
　
大
人
二
千
三
百
円
、

小
人
千
九
百
円（
昼
食
費
込
み
）

■
日
　
程
　
午
前
７
時
30
分
小
国

駅
発
、
村
上
市
観
光
（
町
屋

散
策
、
鮭
の
居
繰
り
漁
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）、
午
後
５
時

45
分
小
国
駅
着

■
申
込
期
限
　
10
月
30
日
㈮

■
そ
の
他
　
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

■
問
合
先
　
総
務
企
画
課
政
策
企

画
室
へ

■
日
　
時
　
10
月
17
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
　
所
　
玉
川
小
学
校
体
育
館

■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も
鑑
賞
で

き
ま
す
。

■
出
　
演
　
ト
リ
オ
・
ア
ラ
モ
ー
レ

■
問
合
先
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
本
年
７
月
診
療
分
よ
り
、
就

学
前
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
の

無
料
化
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

県
事
業
の
一
部
負
担
金
有
（
青

色
）
の
医
療
証
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
お

支
払
い
に
な
っ
た
自
己
負
担
分

に
つ
い
て
、
申
請
で
き
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
▼
医
療

機
関
の
領
収
書
（
日
数
、
診
療

点
数
等
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

▼
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証
▼

子
育
て
支
援
医
療
証
▼
保
護
者

名
義
の
振
込
口
座
が
確
認
で
き

る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）

　
小
学
校
の
児
童
は
、
本
年
７

月
診
療
分
よ
り
入
院
分
に
つ
い

て
、
子
育
て
支
援
医
療
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
入
院
を
さ
れ

る
と
き
又
は
入
院
を
さ
れ
た
と

き
は
医
療
証
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
所
得
制
限
に
よ
り

該
当
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
▼
お
子

さ
ん
の
健
康
保
険
証
▼
前
年

又
は
前
々
年
の
所
得
が
わ
か
る

も
の

■
問
合
先
　
町
民
課
国
保
医
療

担
当
へ

〜
7
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
〜
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★ 
あ
そ
び
の
広
場 

★

■
日
　
程
　
10
月
６
日
、
13
日
、

20
日
「
子
育
て
講
座
」
簡
単

手
作
り
お
や
つ
、
27
日

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

な
か
よ
し
広
場 

★

■
日
程
と
場
所

　
10
月
１
日
、
15
日
、
29
日

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

　
10
月
８
日
、
22
日

　
　
お
ぐ
に
保
育
園

■
時
　
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者
　
０
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

★ 

こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド 

★

■
日
　
時
　
11
月
14
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
　
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
人
形
劇
、
親
子
で
楽

し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

■
申
込
期
限
　
11
月
12
日
㈭

皆さんの声をお寄せください。
今月の町長と語る日は10月29日（木）です。お気軽においでください。

町長室専用メール e-mail shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 町長室専用FAX FAX.0238（62）2611

問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

事 業 所 名 職 種 勤 務 時 間求人数

㈱ 横 川 建 設
安 部 工 業 ㈱
特別養護老人ホーム さいわい荘
㈱ 小 国 製 麺
小 国 開 発 ㈱
大 河 内 産 業 ㈲
㈱ 金 十 商 店
遠 藤 建 設 ㈱
㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
㈱ ケ イ ー プ ロ ダ ク ツ
大 和 建 設 運 輸 ㈱
㈱ 山 芳 工 務 店
旭 ビ ル 管 理 ㈱
㈲ 花 の ひ ら の
㈱ ナ ウ エ ル
味 処 藤 よ し
㈲白い森よこね物産品直売所

土木施工管理技士（見習い可）ほか

型枠大工・一般作業員

准・正看護師（急募）

製造員

技術員

ダンプ・重機運転士ほか

事務全般・接客レジ業務

土木施工管理技士

レジ係

営業

土木施行管理技士

建築設備

（請）清掃員

生花販売・配達

設備業務及び運転手

ホール・接客

販売・接客

4人

10人

1人

2人

2人

7人

4人

1人

1人

1人

2人

5人

1人

1人

1人

1人

3人

8:00～17:00

8:00～17:00

8:30～17:30ほか

8:00～17:00

8:00～17:00

8:00～17:00

9:30～18:30ほか

8:00～17:00

8:45～18:00

9:00～18:00

8:00～17:00

8:00～17:00

7:30～12:00

8:00～19:00間４時間程度

8:30～17:30

9:00～14:00ほか

9:00～18:00間5時間程度

　10月の税金等の口座振替は、

次のとおりです。振替日の前日

まで、指定の口座に入金してく

ださい。

●10月26日㈪　水道料
●11月 ２日㈪　町民税（3期）、
国民健康保険税（4期）、後期高

齢者医療保険料（4期）、介護保

険料、下水道料・簡易水道料、

住宅使用料、保育料など

■問合先　税務出納課
　　　　　税政管理室へ

　
左
の
表
は
、
９
月
18

日
現
在
の
求
人
内
容
で

す
。
無
効
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井
（
電

話
84
│
８
６
０
９
）
へ

県内の生産者が栽培した最高級の花が展示、販売されます。
■日　時　10 月 17 日 ( 土 ) 13：00～16：00
　　　　　10 月 18 日 ( 日 ) 10：00～15：00
■場　所　米沢市営八幡原体育館
■問合先　山形県農林水産部生産技術課園芸振興担当
　　　　　（TEL.023-630-2487）へ

●新着図書
◆半島へ、再び

◆終の住処

◆極北クレイマー

◆神去なあなあ日常

◆植物図鑑　

◆ファミリーポートレイト

◆ザ・シークレット

◆県境を行く

◆天才は10歳までにつくられる

◆ユリエルとグレン

●休館日…毎週月曜日、祝日

蓮池　　薫

磯崎憲一郎

海堂　　尊

三浦しをん

有川　　浩

桜庭　一樹

ロンダ・バーン

湯沢　吉一

横峰　吉文

石川宏千花
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● ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp
● 携 帯 電 話 向 け サ イ ト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
● 総合センター（教育委員会事務局） 362－2141　● 小国町健康管理センター（健康福祉課） 361－1000
● 子育て支援センター 362－2330　● 町民体育館 362－5421　● 町立病院 361－1111　● 老人保健施設 361－1200
● 癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

■日　時　10月21日㈬
　　　　　受付 10：30～14：30
　　　　　相談 11：00～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

■日　時　10月23日㈮
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民課住民窓口担当へ

　10月19日㈪から25日㈰の「行政
相談週間」の一環として、町では行
政相談所を開設します。
■日　時　10月24日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町行政相談委員
■問合先　町民課町民生活担当へ

■日　時　10月９日㈮
　　　　　10：00～15：00
■場　所　中部地区活性化センター
　　　　　（飯豊町萩生）
■相談事項

●金銭の貸し借りに関する問題、
土地や建物に関する問題など民
事関係全般

●夫婦間の問題、男女間の問題、
遺産や相続に関する問題など家
事関係全般

■問合先　長井調停協会（℡88-2073）へ

■対象者　接種当日に満 65 歳以上となるかた

■接種費用　自己負担額 2,000 円

■接種場所と摂種時期
●今医院…………………10月19日（月）から
●田中クリニック………10月19日（月）から
●町立病院………………11月 2 日（月）から

■問合先　健康福祉課へ

　小国町の国民健康保険に加入しており、平成

21 年 10 月 1 日以降に出産されるかたから、出産

育児一時金の①支給額と②支払方法が変わります。

①支給額が変わります
　4 万円引き上げ、42 万円となります。

②直接支払制度が実施されます
　かかった出産費用に出産育児一時金を充てるこ

とができるよう、原則として小国町から病院など

に出産育児一時金が直接支払われる仕組みに変わ

ります。

■問合先　町民課国保医療担当へ

　山形県精神保健福祉センターでは、大切な人を

自死で亡くされたかたが安心して相談できる窓口

として「相談会」を、また、遺族同士の交流や分

かち合いの場として「集い」を開催しています。

■申込・問合先
山形県精神保健福祉センター

（山形市小白川町 2-3-30 ℡ 023-624-1217）へ

（新型インフルエンザの予防接種ではありません）

10月の献血日程 ～移動採血車による献血へ、ご協力をお願いします～　■問合先　健康福祉課へ

10月7日㈬
9：30～12：00 コバレントマテリアル㈱ 体育館前駐車場

14：00～16：00 基督教独立学園高校 校舎前駐車場

期 日 時 間 事 業 所 会 場
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● 小 国 町 役 場 362－2111㈹ 562－5464
● 行 政 管 理 室 362－2112　● 政 策 企 画 室 362－2264　● 住民窓口担当・町民生活担当 362－2260
● 国保医療担当 362－2261　● 税 政 管 理 室 362－2403　● 出 　 納 　 室 362－2406
● 農 林 振 興 室 362－2408　● 商 工 観 光 室 362－2416　● 建設管理室・上下水道室 362－2431
● 建 設 技 術 室 362－2432　● 議 会 事 務 局 362－2448

　小国町文化祭が下記のとおり開催されます。入場は無料ですので、

皆さんぜひお越しください。

　また、小国町文化祭への出展作品を募集しています。

■募集期間

■申込方法

■問 合 先

10月13日㈫～22日㈭

総合センターにある申込み用紙に必要事項を記入の

うえ申し込んでください。

小国町文化協会事務局

（小国町教育委員会事務局内）へ

　県が伐採した木を無償で提供し
ます。ただし、なくなり次第終了
となります。

■対象者　自ら持ち帰れる個人

■場　所　置賜総合支庁小国分所

■申込期限　10月28日㈬

■問合先
　置賜総合支庁西置賜河川砂防課
　維持調査担当（℡88-8233）へ

■日　時　10月30日㈮、31日㈯　10:00～15:00
■場　所　横川ダム管理支所の叶水倉庫
■伐採木　直径５～30cm程度の主にヤナギ、ブナ等
の雑木の幹。長さ１～1.5mに切断済み。

■引渡し方法　上記場所にて引渡しを行います。担当
者の指示に従って積み込み・運搬を行ってください。

■応　募　応募に関しては、問合せ先に10月19日㈪
までに、お名前・電話番号を連絡してください。個
人・団体で、伐採木を自宅消費されるかたに限定さ
せていただきます。

■問合先　国土交通省北陸地方整備局羽越河川国道事
務所　横川ダム管理支所長　大井（℡65-2363）へ

10月24日㈯ 沖庭小学校体育館沖小・古田歌舞伎公演 12：30～16：00

11月 １ 日㈰ 総合センター山遊亭金太郎落語会 17：00～19：00

11月 ２ 日㈪ 町民体育館作品展示 9：00～20：00

茶席（江戸千家） 9：30～15：00

11月 ３ 日㈫ 町民体育館作品展示 9：00～18：00

茶席（宗　流） 9：30～15：00

芸能まつり 12：00～16：00

物産販売 10：00～16：00

総合センター民謡まつり 18：00～21：00

期 日 時 間内 容 場 所

書 道 半紙・画仙紙・条巾半切などを使用してください。

俳 句 ・ 短 歌 短冊または色紙に書いてください。

絵 画 な ど
洋画、日本画、版画、ちぎり絵、デザインなどで、
大きさは自由です。

写 真
白黒・カラープリントのどちらでも構いません。
大きさは、四つ切り以上。組写真にする場合は、
キャビネ版以上の大きさを使用してください。

雅号で出品されるかたは、別紙に本名
を書いて作品と一緒に提出してください。

題名、撮影年月日、場所を記入してく
ださい。額縁などに入れて提出してく
ださい。

額縁などに入れて提出してください。

種 別 留 意 事 項規 格

※上記のほか、民芸品、手芸品、郷土資料、生け花、盆栽、陶芸など多くの作品を募集しています。
　詳しくは、小国町文化協会事務局（教育委員会事務局内）へお問合せください。
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わ
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も
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い

ま
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来
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春
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に

製
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化
さ
れ
る
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ビ
焼

酎
。
ど
ん
な
味
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
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楽
し
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で
す
ね
。

（
加
藤
）

　「食べる」「話す」「笑う」「呼吸する」など
私たちが生きていく上で重要な役割を果たして
いるのが口腔機能です。食べ物をかむ働きや
飲みこむ働きが低下してくると様々な所に影響
があらわれます。介護予防ではこの口腔機能
を向上させる取り組みを行っています。

　毎日歯みがき、入れ歯、舌の清潔保持をし
ましょう。

一口メモ一口メモ介護予防介護予防

口腔機能向上のはなし

お口の清潔を保つPoint 1Point 1

　お口の体操・表情筋のトレーニング・唾液腺
マッサージが効果的です。

飲み込むはたらきをよくするPoint 3Point 3

　食べ物をよくかむとつばが良く出て飲み込み
やすくなります。食物が細かく砕かれ胃液が出
やすくなり消化吸収が良くなります。食べ物を
おいしく感じたり、脳が刺激され活発に働くよ
うになります。
　虫歯の治療や入れ歯の調整が大切です。

かむ力を低下させないPoint 2Point 2

人口のうごき

岩 井 沢 後　藤　　湊　
みなと 智 宏

真 希

白 子 沢 小　池　徠　菜
ら な 　猛　

佳 代

岩 井 沢 加　藤　愛　乃
あ い の 伸 幸

裕 美

幸 町 加　藤　美　湖
み こ 欽 一

絵理子

栄 町 古 川 ハ ル （97）

増 岡 米　山　源太郎 （84）

小国小坂町 平 野 泰 吉 （84）

尻 無 沢 　今　　シヅエ （91）

栃 倉 　　野　　博　 （85）

兵 庫 舘 渡 部 シ ゲ （98）

岩 井 沢 平 田 庄 平 （89）

緑 町 大 津 キ チ （92）

岩 井 沢 伊 藤 キ ミ （87）

岩 井 沢 石　山　　徹　
新 原 佐　藤　ゆかり

緑 町 岡　村　正　人
長 井 市 須　藤　真　希

人 口

世帯数

男 …

女 …

計 …

4,491人

4,747人

9,238人

3,257世帯

（－ 3 ）

（＋ 4 ）

（＋ 1 ）

（＋ 1 ）

平成21年8月31日現在

口腔機能を向上させるポイント

耳下腺
マッサージ

顎下腺
マッサージ

舌下腺
マッサージ


